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議 事 日 程 

令和４年５月１７日（火）午前１１時開議 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 第 １号報告 専決処分の報告の件（豊能町税条例改正の件） 

日程第 ３ 第２４号議案 令和４年度豊能町一般会計補正予算（第１回） 

             の件 
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開会 午前１１時０２分 

 

○議長（管野英美子君） 

  ただいまの出席議員は１２名であります。 

  定足数に達しておりますので、令和４年

豊能町議会５月会議を開会いたします。 

  皆様にはマスクの着用をしていただいて

いますが、発言の際にもマスクの着用のま

までお願いいたします。 

  また、傍聴につきましては、スペースの

関係上、傍聴者間の距離を取るために、本

会議場の傍聴席には定員２０名のうち５名

の方のみ入っていただき、残りの方につき

ましては音声傍聴の形を取らせていただき

ますので御了承願います。 

  それでは５月会議に当たりまして、町長

より挨拶がございます。 

  塩川恒敏町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  議員の皆様、こんにちは。令和４年豊能

町議会５月会議に当たりまして、一言御挨

拶を申し上げます。 

  議員各位におかれましては大変御多用の

中御参会賜りましてありがとうございます。

５月のゴールデンウイークも過ぎまして、

今回は規制がないというところで多くの

方々が遠出をされたというところでござい

ます。中国道、近畿道も混雑していたとい

うところでございますけれども、のびのび

とされて、いわゆるにぎわいが増したとい

うことですけれども、私どもが一番心配す

るところはそれによる感染、この拡大が十

分注意を払っておかないといけないという

ことになります。ゴールデンウイーク明け

まして、この豊能町の中でいきますと、も

ともと９日までというのが、から１６日ま

で、約豊能町でも４０名の方が感染の確認

がされてるというところでございます。大

阪府下全体では２万3,０００人ということ

で、本当に大きな状態になっておりますけ

れども、今後私たちも学校関係、そして保

健所、医療機関等十分情報共有をさせてい

ただき、感染の拡大並びに今後の対応をし

っかりと努めてまいりたいというように存

じます。 

  このたびの５月議会におきましては、専

決処分報告と豊能町一般会計補正予算第１

回目でございます。慎重に御審議賜り御決

定賜りますようよろしくお願い申し上げま

す。今後とも御支援いただきますようによ

ろしくお願いし、甚だ簡単ではございます

けれども開会の御挨拶とさせていただきま

す。ありがとうございます。 

○議長（管野英美子君） 

  この際、暫時休憩といたします。再開は

放送をもってお知らせいたします。 

（午前１１時０５分 休憩） 

（午前１１時４５分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  なお、５月会議の会議期間は本日１日と

いたします。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行

います。 

  本会の会議録署名議員は、会議規則第１

２３条の規定により、１２番・川上勲議員

及び１番・池田忠史議員を指名いたします。 

  日程第２「第１号報告 専決処分の報告

の件」の報告を求めます。 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  それでは、第１号報告、専決処分の報告

の件、豊能町税条例改正について御説明申

し上げます。 

  地方税法等の一部を改正する法律が令和
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４年３月３１日に公布され、一部について

は４月１日から施行されていることに伴い、

本町においてもこれに合わせて条例を改正

する必要が生じたため、地方自治法第１８

０条第１項の規定に基づき税条例の一部を

改正する条例の制定を３月３１日に専決し

ましたので、同条第２項の規定により議会

に報告するものでございます。 

  それでは条例の概要説明資料及び新旧対

照表に沿って御説明を申し上げますので御

覧ください。概要説明資料の改正内容の２、

その他及び新旧対照表の１ページ目、法人

の町民税の申告納付から３ページ目の８行

目までに関する部分ですが、これらは地方

税法の改正に伴う条項の移動及びその他の

規定の整備を行うものでございます。 

  次に概要説明資料の１、固定資産税及び

新旧対照表の３ページ目９行目の宅地等に

対して課する令和３年度から令和５年度ま

での各年度分の固定資産税の特例に関する

部分ですが、これは土地に係る固定資産税

の負担調整措置について急激な税額変更を

緩和する観点から、令和４年度に限り商業

地等に係る課税標準額の上昇幅を評価額の2.

５％とするものです。なお、住宅地や農地

等については現行の５％のままとなります。 

  説明は以上でございます。なお、この条

例は法の一部の施行に伴い、合わせ令和４

年４月１日から施行しております。 

  報告は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  日程第３「第２４号議案 令和４年度豊

能町一般会計補正予算（第１回）の件」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  川村副町長。 

○副町長（川村哲也君） 

  それでは、第２４号議案、令和４年度豊

能町一般会計補正予算の件につきまして、

その提案理由を御説明申し上げます。 

  お手元の補正予算書の３ページを御覧く

ださい。 

  令和４年度豊能町一般会計補正予算（第

１回）でございます。 

  第１条といたしまして、既定の歳入歳出

予算の総額にそれぞれ7,３３５万5,０００

円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ７０億８万8,０００円とするも

のでございます。 

  補正後の款項の区分及び歳入歳出予算の

金額は、４ページから５ページの「第１表 

歳入歳出予算補正」に記載のとおりでござ

います。 

  ６ページを御覧ください。第２条といた

しまして、継続費でございます。「第２表 

継続費」に記載のとおり、橋梁長寿命化等

事業につきまして、地方自治法第２１２条

第１項の規定により、継続費として総額及

び年割額を設定するものでございます。 

  それでは、今回の歳入歳出予算の補正内

容につきまして御説明申し上げます。 

  最初に歳出について御説明申し上げます。

１１ページを御覧ください。 

  款２・総務費、項１・総務管理費、目

５・財産管理費の庁舎等管理事業でござい

ますが、本庁舎旧館の空調機器改修に係る

工事費を補正するものでございます。 

  次に、款６・農林水産業費、項１・農業

費、目６・コミュニティセンター運営費の

１．コミュニティセンター管理事業でござ

いますが、高山コミュニティセンター別館

の旧幼稚園棟の改修工事に係る費用を補正

するものでございます。 

  両事業とも新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金を活用して実施する

ものでございます。 

  １２ページを御覧ください。 
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  款１０・教育費、項１・教育総務費、目

２・事務局費の１２．保幼小中一貫教育推

進事業でございますが、当初予算において

報奨金で計上していたものを委員報酬に組

替えを行うものでございます。 

  歳出の説明は以上でございます。 

  次に、歳入について御説明申し上げます。

１０ページを御覧ください。 

  款１６・国庫支出金、項２・国庫補助金、

目１・総務費国庫補助金でございますが、

歳出のところで御説明申し上げました、庁

舎等管理事業に係る国庫補助金でございま

す。 

  次に、目４・農林水産業費国庫補助金で

ございますが、歳出のところで御説明申し

上げました、コミュニティセンター管理事

業に係る国庫補助金でございます。 

  以上、簡単ではございますが、補正予算

に係る説明とさせていただきます。御審議

いただき御決定賜りますよう、よろしくお

願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  これより、本件に対する質疑を行います。 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  １０ページのコロナウイルス補助金を利

用してのコミュニティセンターの改修につ

いてお尋ねします。事の問題の始まりって

いうのは、旧校舎のほうがあのままではい

ろいろ不適格だということで、こちらのほ

うの幼稚園を改修して今後生かしていくと

いうことの流れは理解しております。ただ、

今回やっぱり5,０００万円かけて、非常に

大きなお金ですね、かけて改修してもその

後に今度旧校舎をどうするかという問題が

あります。それで解体するにしても約１億

円ぐらいかかると聞いておりますので、あ

の校舎を改修して使うという道も考えられ

なかったのか。もしも考えた場合にどの辺

りに問題があって幼稚園のほうで今回この

ような予算を組んで改修されようとしてい

るのか。その点御説明をお願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  おはようございます。それではお答えい

たします。 

  前回の一般質問でも出たかと思いますけ

ども、旧校舎のほうですね。改修について。

それとそれをもう一回再度活用する、それ

から旧幼稚園棟のほうを活用するの二本立

てで検討のほうをさせていただいてます。

旧校舎のほうを使うという形のほうなんで

すが、まず現在１階部分はよしとして２階

部分の不具合があるということで、消防法

なりそれの改修ですね、その不具合が約2,

１００万円ほどかかってくると。あと１階

部分、トイレ、浄化槽の、今は単独浄化槽

入ってますから、それの合併浄化槽を入れ

る費用、建物の面積でいきますと４０人槽

要るということで、約2,５００万円要する

と。それから１階部分の奥なんですが、今、

展示場いう形で名称になっておりますけど

も、その１階の天井部分から、屋根からち

ょっと漏水しておるということで、ただち

ょっと原因が究明までは至っておりません。

そちらのほうが２階の流しとかを使うと漏

れるので給排水が原因かなと考えておりま

すけども、その辺の費用の改修なり、あと

長年というかその水がずっと回っておりま

すからその建物自体も傷んでおるというこ

とで、その辺の補修費用、ちょっとそれが

幾らかかるかいうのは分からない状況なん

ですが、あと長年にわたりまして旧校舎の

ほう、屋根とか外壁の改修を行っておりま

せん。そちらのほうが合わせて、ざっとで

すが概算で4,２６０万円ということとなっ
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ておりますので、約１億円程度かかるので

はないかと考えております。ですので旧幼

稚園棟、今回予算計上させてもらってます

けども5,０００万円以内でおさまるという

ふうに考えておりますので、そちらのほう

がいけるのではないかということで、旧幼

稚園棟のほうで進めておるというところで

ございます。 

  あと旧校舎の活用については、まだちょ

っと企業さんのほう提案はいただいてはい

ないんですけど、サウンディング調査いう

形で今後利活用できないかどうか検討いう

か、今年度かけて検討していきたいと考え

ております。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  そうすると、大体、解体するのにも１億

円、現在いろいろな形で改修していっても

旧校舎に１億円かかるというふうな、残す

にしても使うにしても約１億円かかるとい

うふうなことがまず１点ですわね。それで

したらば幼稚園のほうを使っていったらい

いんじゃないかと。そうすれば今度旧校舎

のほうは、今、最後触れられましたように、

あるいは企業さんのほうが利用してくれる

可能性があると。それならばその可能性に

賭けようかっていうふうな流れかと思うん

ですけども、もしそうであればある程度納

得できるんですが、企業のほうの利用です

よね、今後。これはどのような形の取組を

されていこうとしているのかお聞かせくだ

さい。といいますのは、この町も昔の吉川

小学校、中学校、あれは非常に吉川地域の

人が苦労したときがあります。なかなか廃

校になったまま次、もう草ぼうぼうで覆わ

れて、そういったことも考えられますので、

今後あの地域のことを考えていった場合、

一体その置いといたまま、次の企業さんに

利用を考えた場合にどのぐらいの時間を考

えていらっしゃるのかお尋ねします。どん

な方法をこれからしていこうかって、そう

いった手順でももし決まってるようでした

らお聞かせください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  まだそのサウンディング調査の内容とい

うか、今後どういう形で進めていこうかと

いうのは、今現時点ではまだちょっとスケ

ジュール等組んでいないという状況でござ

います。まず旧幼稚園棟のほうの増改築の

ほうで時間を要しておったというところが

ございますので、今後、今回この予算通し

ていただきましたらそちらのほうは進めて

いきますので、併せて旧校舎のほう、これ

からちょっと検討していけたらと考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  それはそれでよろしくお願いいたします。

公共施設再編計画の中にも上がってました

し、独自にしていくということでお伺いし

てます。 

  これついでの質問みたいで大変申し訳な

いんですけども、今、最後に触れました企

業のほうに活用してもらう場合、これもま

た今担当してる部署なんでしょうか。それ

ともそうじゃなくて総務とかそういったと

ころの担当になるのか。今後のためにまず

お聞かせください。以上で質問を終わりま

す。 

○議長（管野英美子君） 
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  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  公共施設とか、あとそれ以外の、例えば

旧公共施設というふうに申し上げていいの

か、要は当初の用途ではなくなった施設に

つきましては、基本的に用途の担当部課が

担当しております。コミュニティ施設につ

きましては先ほど坂田部長のほうから申し

上げましたサウンディング調査、これは基

本的には企業がどのような意向を示してい

るかというのを調査してこの旧高山小学校

の校舎を役立てていただけないかという調

査になるかと思うんですけども、その意向

によりまして、例えば農業施設として活用

することになれば農業の担当課になります

し、例えばコミュニティ施設になりました

らコミュニティの担当課になるということ

にはなると考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  今の高山コミュニティに関連する質問な

んですけど、答弁聞いてるとすごいがっか

りはするんですよね。まちづくりを誰がす

るのかなっていう。最近、全部企業に任せ

て、企業さんにどんな使い方があるか、ま

ちづくりする側はここじゃないんですか。

役場のほうでどういう町にしたらいいか、

どういうものが必要でここにはこういうも

のを作ってとか、それをデザインするのは

やっぱり役場の職員じゃないといけないん

じゃないですか。それを個々に見てるから

いろいろなところの企業がここにはこうい

う一つの区域だけを見てここにこういうも

のを持ってきたら、ああそれいいですよね

って乗っかるだけやったら要らないですよ

ね。これからどう考えても空き、学校の関

連でいろいろなところの施設が空いてきま

すよね。それ全部企業に丸投げですか。や

っぱりそこら辺のビジョンというか、豊能

町全体のデザインをもっと、トップからも

っと示していただかないと、それを今、

個々に公共施設を考えてるというようじゃ

もう本当に豊能町の未来って残念な未来し

か出てこないですよ。ぜひとも、企業とい

うのを簡単におっしゃいますけど、今まで

高山コミュニティセンターって指定管理で

も入札がほぼなかったような、１社とかで

したよね。そんなの複数でいろいろな契約

が、いろいろな企業がやりたいっていうよ

うな状況で選んでるような状況じゃないで

すよね。もう１社ぐらいしかなくて、そこ

しかお願いするとこがないっていう状況だ

し、社会背景見ても、教育委員会の方はよ

く御存じかと思いますけど、今、学校の統

廃合が進んでどんどん廃校増えてるわけで

すよ。そういった中で豊能町のこの地域の

高山小学校の跡地を使ってもらおうとする

なら、ある程度こっちで魅力をどんどん提

案していって、ここではこういうことがあ

る、こういうことができるっていうのを提

案して企業に売り込むぐらいのことをして

いかなければ、こんなんありますけどどう

ですかでは、もうほかいっぱいありますか

ら、なかなか跡地利用って進まないと思い

ますよ。そこら辺のアイデアですよね。や

っぱりそれは町長なりがもっとアイデアを

出してって、それを職員の方が具現化して

やっていくっていう体制が本来のあるべき

姿かと思うので、そこら辺、もうちょっと

企業にもっていく、働きかけていくってい

うんであればもうちょっと具体的な内容、

魅力などを作って、全体のデザインを作っ

て企業のほうに売り込んでいくっていうお

考えはあるかどうかお聞かせください。 

○議長（管野英美子君） 
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  答弁を求めます。 

  塩川町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。永並議員がおっ

しゃるとおり、その地域におけるまちづく

り、これをデザインしていくというのは町

の役目でございます。積極的に売っていこ

うという形、利活用をお願いするというこ

とは、全体像をお示しをした上でそこに賛

同される企業の方々と、さらに今、夢とい

いますかいわゆる目標を共有をしながらさ

らなるものを目指していくということがや

っぱり求められると思います。企業に売り

込むとき、それから町が作るべきものがあ

るべき姿であるということでございます。

それもそのとおりだと思っておりますので、

今はそれぞれの施設に対しての検討、そし

てそれらを踏まえた状態でのまちづくり、

地域の在り方というものをさらに議論を進

めていきたいと思います。喫緊の課題であ

るということは十分承知をしておりますの

で、それらを含めて進めてまいります。 

○議長（管野英美子君） 

  よろしいですか。 

  ほかに質疑ございませんか。 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  これから改修していかれるいうことです

が、避難所としても利用されるいうことに

なるんですが、高山の人口のどれぐらいの

方が収容できるような見込みになるのか、

それといろいろな、今、災害が起こる中で、

やはり孤立化というような、孤島化すると

か、いろいろな問題が出てくると思うんで

すが、その場合は中学校へ移動して避難す

るというふうにも聞きましたけれども、そ

の手立てなどは今後はどういうふうにする

いうようなこともあるのでしょうか。考え

ておられるのかどうか、今これコミュニテ

ィのことなんですけれども、そこまでちょ

っと考えてもらいたいなと思ってお聞きし

ますが。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  高山コミュニティセンターにつきまして

は、現在地域防災計画におきまして指定避

難所に指定されております。今後このコミ

ュニティセンターを、この予算をお認めい

ただきましたらその幼稚園をベースに基本

的に改修工事を行いまして、その改修後の

施設につきましては高山地域の避難所とし

ても活用できるような形で検討してまいり

たいと思っております。高山地域の方全員

が避難できるかというとなかなか広さ的に

もスペース的にも限界がありますので、ど

こまで整備できるかというところにはなる

んですけれども、万が一のことがあっては

あきませんけれども、万が一多数の方が避

難する場合には東能勢中学校その他の避難

所を活用するような形で皆さんが安全に暮

らせる町にしたいと考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  安心・安全なまちづくりというのはこれ

をスローガンで上げておりますけれども、

本当にそのことが実現できるような、災害

についても避難所についてもこうしてまち

づくり、これが重要だと思いますので、そ

このところは先のことも考えてぜひ計画を

進めていっていただきたいと思います。こ

れは要望になりますがよろしくお願いいた

します。 

○議長（管野英美子君） 

  ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（管野英美子君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（管野英美子君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  第２４号議案は、原案のとおり決するこ

とに賛成の方は、起立願います。 

（全員起立） 

○議長（管野英美子君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２４号議案は原案のとおり可

決されました。 

  以上で、５月会議に付された事件は全て

終了いたしました。 

  お諮りいたします。 

  ５月会議は本日で閉会したいと思います。

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（管野英美子君） 

  異議なしと認めます。よって、５月会議

は本日で閉会することに決定いたしました。 

  これで、本日の会議を閉じます。 

  ５月会議閉会に当たり、町長から挨拶が

ございます。 

  塩川恒敏町長。 

○町長（塩川恒敏君） 

  ありがとうございます。閉会に当たりま

して御挨拶を申し上げます。 

  このたび提案いたしました議案に対しま

して慎重なる御審議を賜り、御決定をいた

だきましてありがとうございました。今後、

執行に際しまして、本日いただいた御意見

を含め検討をしてまいりたいというように

思います。議員の皆様におかれましても御

支援、御協力をお願い申し上げたいと思い

ます。 

  ゴールデンウイークも過ぎまして、今日、

先ほども災害のお話がございました。これ

から梅雨というところで、恵みの雨でござ

いますけれども、近年の気候といいますか

想定外の豪雨災害にならないように祈るば

かりでございますけれども、災害対策とい

うのは応用問題をしっかりと解けるかどう

かというところでございます。そのために

も基本、基礎をしっかりと訓練をする、地

域の方々と一緒になって進めていかなけれ

ばならないということでございます。今後

一層点検をさせていただいてまいりますの

で、どうぞよろしくお願いします。併せて

季節の変わり目でございます。議員の皆様

におかれましてもどうぞ御自愛を賜りまし

て、甚だ簡単ではございますけれども閉会

の御挨拶とさせていただきます。本日はあ

りがとうございました。 

○議長（管野英美子君） 

  これをもって令和４年豊能町議会５月会

議を閉じ、散会といたします。どうもお疲

れさまでした。 

 

散会 午後０時１０分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

会議録署名議員の指名 

第 １号報告 専決処分の報告の件（豊能町税条例改正の件） 

第２４号議案 令和４年度豊能町一般会計補正予算（第１回）の件
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    令和  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議  長 

 

      署 名 議 員  １２番 

 

        同     １番 

 


